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SQUID磁束計を用いたLuMnの帯磁率測定

浜 田 衛

spinGlass系では数 Oe程度の磁場下で帯磁率 xl(T)がカスプを作ることが知 られ

ているが,さらに小さい磁場下での帯磁率のふるまいを調べるために, SQUID 磁束計

を自作 してLuMn(0.25at･70)の帯磁率を直流および交流磁場下で測定した.直流磁

場としては地球磁場 (～0.30e)を用いて転移点以下での磁化の時間変化などを調べた｡

交流帯磁率の測定は9.1Hz,7mOeの磁場下で行なったが,カスプは見られなかった｡

また x3(T)の測定 も行なったが,理論で予測されたような転移点での発散はなかったo

装置の説明と実験結果の報告を行なう｡
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